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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

利用者数は昨年度と横ばいだったが、受託収入は減少した。

改革改善

の考え方

①問題

点

・生活保護・事務費認定利用者の減少により特定財源確保が難しくなっていることに加え、利用者の高齢化も進んでおり、

今後利用者数は減少していくことが考えられる。

・受託取引業者の撤退等により、今後安定した受託収入を得ることができるか不透明。
②改革

提案

・福祉事務所と連携しながら新たな利用者の確保に努める。

・新規受託取引の開拓・取引業や業種の多角化・福祉企業センター間で作業の分担を行う。

総事業費①+② 40,836 57,680 63,465

人件費計（千円）② 17,902 7,152

23,097

正規職員所要時間 2,000 2,000

臨時職員所要時間 10,000

一般財源 12,676 5,199 11,358

その他 7,586 49,916 42,363

起債

県支出金

国庫支出金 2,672 2,565 2,592

事業費計（千円）① 22,934 57,680 56,313 23,097 （国）南信濃福祉企業センター措置負担金2,592千

円

（そ）利用者負担金501千円、諸収入41,862千円

25年度予算額 特定財源内訳、補足

2,592

8,911

11,594

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　就労の場提供

　　　センターの受託する仕事を確保：菓子箱詰め・電子部品組立ほか

２　自立支援

　　　技能訓練・生活訓練

３　南信濃福祉企業センター大規模改修工事

（１）大規模改修工事

　　　塗装・内装工事、照明器具電気工事、冷暖房設備工事

（２）八重河内分場の解体工事

１（１）年間実利用者数

　（２）年間受託収入額

２（１）月平均利用者数

　（２）１人当り平均月工賃

　（３）民間企業への就職者数

１（１）26人

　（２）6,956,336円

２（１）23人

　（２）18,400円

　（３）0人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

生活困窮者・障害者等に対して、就労又は技能の取得のために必要な機会及び便宜を与えることにより、生活の安定と、自立の助長を支

援する。そして、そのための施設の効率的で安定した運営を行う。

また当地区は山間僻地であり就労の場が少ないので、一般就労の場としても支援する。

分場の統合を検討する。

南信濃福祉企業センター八重河内分場敷地が国道152号線飯田市南信濃バイパス２工区の用地にかかったため、平成24年度中に当該建

物の解体工事及び南信濃福祉企業センターの大規模改修工事を行う。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

46 50 50

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

月平均　利用者数／定員（％） 80

28年度見込み

定員 50

意図（どういう状態

にするか）

利用者がセンターを利用して、安心して生活を営めるよう

にする

向上させたい上位施

策の成果指標

生活保護を受けている人の中で自立した人の数

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を）

授産施設利用者

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 36 生活困難者の自立及び支援

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 福祉課 係等名 南信濃福祉企業センター

事業種別 政策 開始 S38 終了

事務事業名

会計 一般会計

南信濃福祉企業センター管理運営事業

36 事業№ 12 41平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 3 施策№


